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１　令和７年度の活動目標
〇地域で安心して生活を送ることができる支援体制を目指し、こどもの支援にかかわる関係機関が意見交換、情報共有を行い、地域における課題の共有や地域資源の充実、支援機関のネットワークづくりを行う
〇研修会等の企画と振り返りを行い支援力の向上とインクルージョンの推進を目指す

２　部会の開催日程及び取組内容
	開催月日
	参加者
	内容等

	第１回
　5月23日（金）
	
41人
	・自己紹介　・令和７年度年間活動計画について
・支援機関・事業所紹介
・性教育に関する学習会と意見交換
　　　講師　松本香織氏（医ケア児等コーディネーター）

	第２回
　7月18日（金）
	
50人
	・学習会
「行動障害のある児童への支援―ポジティブな行動支援―」
講師　飯田養護学校　武田彩花先生

	第３回
　9月19日（金）
	
41人
	・不登校児童生徒への支援について
「信州型フリースクール認証制度について」
南信教育事務所不登校支援機関連携推進員　袖山秀明氏
「認証フリースクールの現状と支援について」
太陽学園　　荒木政吾氏・北澤香寿美氏

	第４回
　11月27日（木）
	
77人
	・人材育成部会・こども部会合同専門研修会
「地域に求められる基幹相談支援センターとは
～他領域連携による地域づくりの観点から～」
講師　福岡寿氏（日本相談支援専門員協会名誉顧問）

	第５回
　12月12日（金）
	18人
	グループワーク

	第６回
　2月20日（金）
	
38人
	令和７年度の振り返りとまとめ
来年度の方向性



３　活動成果
・情報交換やグループワークを実施し、関係機関や障がい児通所支援事業所の参加者間で事業内容や支援の現状の共有と、日頃感じている課題等について意見交換ができた。他機関を知ることで連携がスムーズになったり、自事業所の業務の振り返りにもつながるなど、大変有意義だったという意見が多かった。
・例年同様、様々なテーマで研修会・学習会を開催した。性教育に関する学習会、行動障害のある生徒への支援、不登校児童への支援に関する制度や実際のフリースクール等での支援について等、どれも日々の業務で悩んでいたり、学びたい内容であったため関心が高く、多くの参加があった。
　・関係機関や事業所から、不登校児童への対応の難しさと居場所の不足、家庭支援の難しいケースの増加、放課後等デイサービスを希望する児童の増加、新規の受け入れが困難である現状、一人ひとりの特性に合わせた支援の難しさ、専門的な人材の不足、などそれぞれの支援機関が抱える様々な課題が共有された。

４　次年度に向けて検討すべき課題等
　・継続的に研修会を開催し、圏域内の支援者の専門知識や支援スキルの向上、関係機関との連携強化を図る。
・関係機関から出された様々な課題に関連し、地域で児童や家庭を支えるための社会資源や仕組みについて、圏域の実状を共有しながら考える。




